




1 はじめに 

鳥取県では昭和 55 年度より 3歳児健診票が県下で統一され,その内容も発達評価が可能と

なっている。さらに,健診結果を中央で集計するシステムをとっている。また,得られた情

報は還元することにより健診の向上に努めている。3歳児健診受診率は昭和 52 年 84%,健診

票を統一した 55 年 87%,57 年 92%と高まった。健診システムが整ったことでハイリスク新

生児の追跡調査も可能となった。 

低出生体重児は発育上のリスクが高いとされている。鳥取県出生低出生体重児の約 6割は

新生児期以降の追跡が不十分と考えられる産科診療所ないし病院産科で新生児期のケアを

受けている。残りの約 4 割の児が未熟児センターに入院し小児科医のケアをうけている

が,1 歳以降での追跡は不十分な現状にある。 

今年度は,低出生体重児の 3歳児健診受診状況を調査し,さらに未受診児の調査を行った。

そして,鳥取県の全低出生体重児について 3歳での発達状況をとらえることを目的とした。 


